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今すぐにできることは、子供たちに「分かる」「考える」とはどういうこと
かを、具体的に教え、練習をさせることです。 難しいことではありません。
「ゆっくり・じっくり・丁寧に」文字 (文章 )・言葉を絵にしていけばいい
のです。

　　言葉からの視覚イメージ再現・分かる

　　再現視覚イメージの操作・考える

を練習できるようになっています。

文を絵に描きおこす。答えが「見える」まで絵を描き直す。絵を動かして
いく作業を通して、子供達は具体的に「分かる」とは、「考える」とはどの
ようにすることかを学ぶのです。

どんぐり問題はどの問題でも

1

2


